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•■三田学会雑誌j 6さ巻7 ♦ 8 号 （I9；ぼ年7 ♦ 8 月）

おいて，同？]•の業績が，従来の成果をよくそしや < し， 

そこから政策的提言へと導く努力をしたことについて， 

高く評価することができる。 よって, '傅-土号 fらふさわ 

しいものと判矩する。 ’

論文審あtilま 者 .主 査 大 熊 . 郎  

劇 査 福 岡 正 夫  

副 查 加 藤 覚

黑 tH俊 夫 君 学 位 我 与 報 告

報 告 番 け 乙 第 7 3 3 号 

学 位 の 種 類 経 済 学 博 士  ，

授jj.め年月しI 旧和49年9月20日 

学 位 論 文 題 名 r日本人ロの転換構造の分扩{_!

内 容 の 要 旨

「日本人ロの転換構造の分析J 論文要旨

黒 E 俊失

日本人ロは, 第 2 次大戦後の短間に,その諸局面  

において極めて急激な変イ匕をポした。 し力、し こ ‘の人 

ロ変勤の ,̂ -̂局面を長斯的にみると,量的変イヒはあって 

も本質的には変らない連続性をもヴた運動である。は 

ぽ1960年代において, この人口の諸局面は,長期的連 

続性の段階からようやく質的财匕をともなぅが転換J 

段階に移行し始めたとみられる。本研究は,:このよう 

な R 本人ロ変動の長期波動的仮説を提起し,これを検 

証することを目的とし/こ炎態論的分析である，

ここでの r転換J は，いわゆる入《転換理論におけ 

る人口動態の転換のみならず,'.人口移動.や人:ロ構造等 

の転挽を包括した広翁のものモある6 本研究ぱ,人口 

分 m 1 部)，人しI移 動 （第 2 部), 出生力（第 3 部), 人 

ロ構あ-(敏 4 部)，人口政策(第ち部〉の 5 部から構成され 

てぃる。，. •

人口移動に'ついては,後期はわたれま流となってい 

た嚴;Kから邵TUへの移動パタ―ンから還流移動や都市 

問移動のパターンの多様化と人口分布再編連動め展開, 

人ロのィ情造の老ィN 匕め開始Cilltt構造的老年化), 出 

/J-力の新秩序形成の兆候等を獎誰的にあきらかにし， 

人口の•■転換J 的将徴を指摘した。

•最後に，現段附における親しい人研'究熟題として 

の人口政欲に論及した。国連世界人ロ会譲 (1974^ ) に

おいて討議される「世界人ロ行動計画」の国連に和け 

る密譲過程' 最近に:ぉる人口政策研究セ検討し人 

ロ政策学の確立と統合原理としての人政策を展開せ 

しめると,との必要性をキ.張した。

論文審査の要旨

. 人ロは経済社会のま動と相冗依存の関係にるからh 

経済社会め変動Iこ応じて入口耍因がざのような影響を 

うけ,ネれがまた経済社会にどのような反作用をチと 

える.かほ, 人口研究の换本の課'題である。 し:トがゥズ 

描済社会め变動が人口に作;fiし人口諸妻因を?^勤せ 

しめる姿を幽きだすのは，人 P1学の基本!"な研?^嶺域

- おる 0.. ニ.バ. . . . 園 .

論文は人口変動の構造体系を明確にとらえ，そ9  

変動形態を人口の!^換 構 と し '̂C 者察しようとする6 

そうしぉ理論展開^^加え七, と ぐ 日 ‘本入口め実P 分- 

析をと りあげるが, そ の 祝 野 広 く ，各 S の生妻な文 

献を截理するなかがら, a 本人ロの変動機造ホ浮き厥 ' 

りにしてA/、く'。そして♦日の国際的問題としズ討譲さ 

れていろ人口政策' め動尚を"さ々"り,.'政策論め体系化-.

を志向しで，人 ti学の新分!^⑩ 開 こ う と す る 。 - '  
ここで，’まず人口ま動の基本：をとらえをと，人口变 

:動とは所与のA ロ親摸（人口の静態統計によっセ, km.

年蹄別に組スネたてられた人口糖造を、、う） {̂ヒ人口め勤態変’ 

化 （人口増加ニ自然増加+ 社会增加加えられて，人口 

構造jb，、変動していく姿を指しセいう》な，かでも，人口 ‘ 

察動による社会増加が若年# ® 6力めような特定の年!^ 

liをと起こると, 流入，流出，商ilk域の年齢構造が変化‘ 

することは,:まもなく出生や死亡に影響をおよぽすこ 

とtとなる。こうして入ロ移動と、う社会変動め結集が‘ 

自然増加(出k と死亡の整)を刺激することになり，.とれ 

お 嗽 ,合されセ人口構造力;過去り延長から脱しで,.新 

しい疲階に突入すると，入口構造め檢縫、を褒える？̂と ， 

になる。著者はこれを人口の魅換機造とfギぶ* ' ■ ■

これ^まで.にも人口研究には長い歷史力;.もるが，これ' 

までほ慨して人ロの局部的な分析がなされてきた。た 

とえぱ, 17世紀のとろには,焦点ゆ総人口の增加形態 

が考察されるとか，死亡表の観察力あるとか,もらぱ 

ら人口の--要因をとりもげX の分析セあみた。経资社' 

会 が 未 拓 達 で り ，人ロ媒模も小さく，豊富な上地が’ 

前提とされ る̂条徘下力は, をれ’も当然のことと考■先ら 

れるが, 日のように人ロが世界的規模でとり.あげら. 

れ,全地球的斑境との関係がらも重翦課題として論じ 

られる時代になると，人 PIの経资社会との接触の場は:

58(碰 )
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多様化し, 人口要因相5：のがらみあいも複雑になる。

そ,こや普者は次のように人口構造ct)资 (匕を直視する。 

すなわち >：社会や経済に秩序があるように,人口現象 

にも秩序がある。そして社会関係や経済活動の秩序に， 

変化があるように，人口現衾の秩序feも变化が生ず 

る」と主?長する。とくに今日わ日本人P は構造的な面: 

で転換助にあるとの親点に立ぅて, 人口移動,人口分 

布, 出生力，年!給ii造の各分野fcおける転換期構造 

分析を^^ない, 最後{^人ロ政策の最近の動向とその課 

題に•つんぐての考察が行なわれるろ

まず^-^翁やほ人ti分布の解換をとりあげ,.明治以 

.降の人b增加の推移を考察するととろから出，発する。

そとで'は明治初期0  S, 500方人ロの当時ヵシらすでに人 

ロ密度は高かづ,，た:^V .長期にわたって.‘人口増加ほ年率 

1 % のい水準を維持しえたととが!^徵としであげら 

.-;Kる。.....- ,■

• 次に人務動の最近の旗向は，画目本から東日本へ, 

農村がら都市タ, 農村諸県から東京, 大版りニ;末都市 

へむかってめ移動•^タ一シが主流力あんととが述べら 

れる。: 'しかしそれも,’ . 啦和30年代め前半'"e 飽 和 態 に  

達し, 昭和40年以降はィホスめ人 t !移動を、l a 錄した。 

これが箸者が名付けた人ロ软S 0  - ン現象" • 力

ある。21こに人口移動の転換が起:i ：り，人口分ホの再 

編成が行なわれろ。. い わ る .入口..が摊方め.抛点都市に 

集まることから，人口の "分散的集中"と呼ぱれるよ 

うになった。

第二部はその人 口 移動の転換が中心課雜となる。

こでほG ，ミルダール（G.Myrddl)のいう"液及効果" 

と "逆流効果，，力，律察される。潜在失業を梅えた释村 

め労働力が就業機会の矣V、都市に移動を開始"すると, 

流出する,人口にとっ' t H , また残存する地域にとって 

.も好ましい結果力'、化ずる。两地域がとも化労揺;生崖性 

が高まるからである。 £ みがミルグルめいう"波及 

効果"'でもる。こb ように人口流出が激しくなサ，そ 

の社会め維持必要な^禅労働力まやが流出するよう 

になると，：地填社会の経済活動や共同体生活め維持が 

困難fcな: これが“逆流効振" セある。‘ .60年代の高 

度成長助の初期には“辨及効果" がみられたが,そめ 

年代の4ぐよ>こなると‘'逆流効果"がみられるようにな

つた* ' ,

ここで人口の分好でとく 1C注fjすぺきことは，人口 

移動が層に起こったため，次に結婚や出生に影響 

'があらわれ，：農村地域では出化率が低下し,::死亡率が 

上可‘じて(̂1然ぢ*1加傘が® くなり，都市地域力は流入に

よ .る 人 口 湖 加 の う え に ， 出 生 • 死 亡 の 差 で あ る 自 然 i f  
加 が つ け 加 わ った 。 と の よ う な 現 象 が 60'す : 代 の 高 傲 成  
長 期 に み ら れ た 。 蟲 村 地 域 © 人 口 增 加 が 大 都 市 の そ れ  
を 下 ® る と い う 経 験 は ， 日 本 の 歴 史 に は な か っ こ と  

り , 西 欧 社 会 の 経 験 に も み ら れ な 、極 め て 興 例 的 ' 
な 現 象 で あ っ た 。

60年 代 の キ ぱ を 過 ぎ る と 人 口 移 動 に 新 し い 変 化 が 起 ， 
と ら た 。 そ れ は 地 ガ の 拠 点 都 Tfす へ の 人 ロ 集 中 が あ ら わ  
れ は じ め た 。 理 ホ は , L 大 都 Tlfホ 心 , . 所 傳 中 心 の ‘ 段  
陪 カ ぐ ら 人 問 生 活 確 fi：：へ の 意 識 鞍 換 ， 2. 大 都 Th‘の /こ ヒ 活 . 
環 境 の 遇 化 ， 3, 地 方 の 工 業 建 設 に よ る 遺 流 現 象 ， • 以  
上 の Etつ が あ げ ら れ る 。 こ う し て 人 口 移 動 が 複 雑 イ ら し  
た ，rtiulti-cMiinelイ 匕 が 起 と っ .た . こ こ で 箸 者 は ,...60年  
代 に 起 き た 人 ロ の 構 造 ！ ^換 は 人 ロ 移 動 に .よ る も の で , 
地 域 別 の 出 生 力 変 動 は 人 ロ 移 励 の 結 渠 と し て 生 じ た こ  
と を 考 察 す る 。 . .

# 三 部 は 出 生 力 換 が 扱 わ れ る 。 周 知 の よ う Iこ ， 人  
ロ 鞍 換 ，の そ も そ も の 起 こ り は ， 西 欧 社 会 の 近 代 化 過 :

と 'も な づ て 生 じ た 人 口 励 熊 の 変 化 で あ っ て ， 多 産 多  
充 が ら , 少 産 少 死 へ 転 換 過 輕 を 指 す が , e: こ で の  
役 は 出 生 力 転 換 で あ る 。 最 近 は 出 生 力 転 換 カ 渐 し い 碌  
面 を 迎 え ナ こ こ と 力 "S こ こ で の 主 題 と な る 。

出 生 力 が 多 Ifeか ら 少 産 に 転 換 す る 動 機 を 説 明 す る も  
の は ， 西 欧 の 経 験 か ら は 経 済 の 持 続 的 発 展 に も と め ら  
'れ た が ， A . . ス ク ィ ジ CA.I Sweezy)が ー 人 当 た り .，.. 
国 民 所 得 と 出 を 力 （合 計 特 殊 出 生 率 で 測 る ） を ア メ リ 力 の  
デ ' - タ で 分 析 し た 結 嚴 に よ る と , 1877年 か ら 1930年 の  
.期 間 に は 商 者 に : の 相 関 が み ら れ ， 1930年 か ら 1960年  
ま で の 30年 に は 正 の 和 関 が ， そ し て 1郎 0年 以 降 1968平  
ま で の デ 一 タ で は ， ふ た た び 負 の 相 関 が 検 出 さ れ る こ  
と が 指 摘 さ れ る 。 わ が 国 の 場 合 に は 1920年 以 降 今 次 大 - 
戦  ま ' は 西 欧 の 経 験 に み ら れ た  よ  う な , 近 代 化 に よ る  
出 生 力 化 下 が 把 捉 さ れ る が ， 戦 挺 の 経 験 は こ れ と - は 興  
質 の も の で あ り . ， 窮 乏 生 活 が 出 生 力 を 弓 I き 下 げ た 動 機  
と な っ た こ と が 考 察 さ れ る 一  

こ う  し た 日 本 の 出 生 力 転 換 を 分 析 し た う え で ， 最 近  
め 出 生 力 転 換 理 論 に を 肯 し て い る D つ カ ー ク （D. Kirk) 
の 速 繞 性 超 1論 ， R . A * イ ー ス タ ;：- リ ン （R. A‘.Ea3l<̂ rlin〉 
相 対 所 得 理 論 , K • デ 一 ヴ ィ ス （K- Davia)の 多 局 资 1反  
応 理 論 ， ト ラ ス （J. Matras)の 家 族 形 成 戦 略 加 論 . 
な ど を 檢 討 し て い る 。

第 四 部 は 人 n 構 造 の ぬ と し て 年 齢 構 造 の 変 勁 を と  
り あ げ る 。 人 変 動 は 経 済 変 勘 と は 異 な り ， 長 、期 間  
に わ た 0 て 変 動 す ‘る か ら ， 人 ロ  fe 換 が 出 生 力 や 死 亡 狭

^9 (643)
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序にこっても,それは西欧の経驗にみられるようにレ 

半世紀kUr.もかかってのことである。したがって,人

の年崎構造は目に覓えるはどの急激が変化をもらわ 

さないのが普通である。1 日本の人口変動はというと, 

欧米先進蘭同に比較しそいちじるしくおくれている。 

それが戦後にスタート. ラインにつくや，その速度は 

きわめて速かった。出生率は1 0年蘭で半減し t i p ,  
1955年からは® 内の人ロ移動が意速tピ増大しはじ>6た 

ので，地域別の人口構造は見る間に様相を変えていっ 

た。つまり，農村地域は人口の老年化が，都市地城は 

人ロの-:^年化がそれぞれ起とっためである。そして今 

Uの人口構の推移と将来を見痛す■と，1970年c?：>従属 

人ロ指数W j，m - K  ロ if生産年！!^人tiで割'0 たもの）が, 
l920年から2000年まで■を見通.して最傳の53% であるか 

ら，[Bほ経済め立場から眺めると，最も生産的でY 最  

：も資おの少い年條構造をもっていることr なる。さ 

らに, 老年イ匕指数(老年人口を幼少年人口で割ゥたもの）を 

みると，推計期間02000年にむけて急上昇★ SI世紀初 

頭には，老ィiVvロと幼少年人口力'ミはぱ同数になり，老 

人の負担が最高に達する。とうレナこ経過はすで、に生ま 

れて1/、る生;者の推移でるから避けられない見通レ 

..でもる。 : '■ I ;
をこに、たをまえの年齢のせりあがりとして法目し 

なけれぱならないことは，'労働年赠人口（セとえはIS " -  

59歳人口）自伴の老年化過程が激しく進行すること'で 

ある。つまり人口ぜ年イ匕の: 重構造でもる。

さて1955〜2000年の期間に'-^いて15~ 2 9歳人口と45 

. ~ 5 9敬人口の推移をみると，15〜2娘^は 30 0万増であ 

るのに, 45〜59歳人口は1,600万もふえ, 2000年には, 

この二つの年齢層の人ロが.2 ,7 0 0方強ではぽ同数にな 

る。2111!：紀にIlfけての日本の社会は過去からの延長で 

はなく，未知への挑戦が待ちうけている社会なQ ：e ；fo 

る。このように•年齢構造は全® 的には，地城的f cも太 

きく転換を迫られているととを認識しなけれぱならな 

. . .

第五部は人ロ政策の城開である，こ とセは人口政策 

の過おを系譜的に整理する。それはまず® 欧の1930年 

代に注ロし人口艇換の廣終段階から出発する。この 

年代は，経済は停滞し,少廣少死によゥズ人口塌加が 

衰 文 ,将来に人口減退が衰慮された時期であるした 

, がって,人口増加こそが時代め要請に応える道であゥ 

た。 t もなく , 第二次大軟を経過するが,戦後になる 

と，人口政策の基調は大きく变;(匕した,そとでの人口 

政策の要請は増大する開発途上国.ビむけられた*人ロ

増加政熊れら人口抑制政策へ'» 人ロ政策の中心巧先進■ 
国から開発を上国へと移行レた。さらに1960年f t の終 

りから1970年代か け 'ズ,人口政まは新しぃ段階に突 

入した。' それは第16H1国速人口委鳥会（i97l4i) ホ 地  

球的想摸の人口抑制論が登場して以来,世界の人ロ危 

機が謝えられをようになり，今年 8 月の第.3 回世界人 

ロ会議の中心課题となった"世界人ロ,行動計画"に結 

集されたりや$>るy

.，それに先ギってi ょ力つュ地域やは1 % 3年に第1回 

アジア人口全譲が開かれ，そこでは家族針画の必要性 

が決譲されたのに妹して, 9年後01972年におけるき 

2 0 アジプ人口会譲では,メ政策:とプ,1̂グタ■4̂"に焦点 

を置いた政府間会議であり, そとでは."開発のための 

人口戦略宣言" が採択されおりである。

こうした国速の: ^ で, アジアめ人fij爆亮や世界の人 

危機に対する行動計画のなかせ人口戦赂をいかに盛 

り込むか。ぃまや人口問題は人類全体め課題となク,

各'Hが生き残る道をもとめて何を選択するか。人 0 研 

究め課題は大詰を禅えることになったのである。

. とくにここで、重要なのは次めb.とでおる。年醋tg造 

は将来め出生 ‘ 亡の水準を左右する決定耍因である 

力、ら,,幼少年人口の割合力';大きければ,たとえ出生力 

が人ロ静止水準(純再生産率= 1 ) まャ低下でも*，人ロ 

の惰性のため! : 数十年ft?およかなり高ぃ人口増加率力;持 

饒して人口は増大する。このことに対する理解ゆ乏し 

ぃが, 各国政府は社会経済的目標と，人口成長目標り 

策定に，こcp人ロの情性を十分考慮しなければなら 

ない0 ：： ■： . ■ ■ ，. : .
人口対まには, このは.かにも多方面から，の行動計画 

が'#、要であり，国際間には開発途上国への援助間題も 

つけ加わる。このようこ人ロ政策ヵ认ロ研知の重要な 

領姨としズ鸯場してき7こととは，人口学の体系化0  

なかに人口政策学の確立を要M するものであると述べ 

てこの論文をむすんでぃる。 ..<

本論文の特長は人ロの量的変化から構造变化への転 

換を主題に*して, 日本A ロの突証分析を展開し,あわ 

せて人口対策を禽務とする今旧の新しV、時作ゆね版レ 

うる人ロ政策の確立を寒請したと^^ろ}^ある;0 

，この論文で分析された日本人ロめ構^ 変動は,これ 

からの国m 経済を解明するうえで避けては通れなぃ人 

ロの変動程を示唆した点't?高ぃ評価力ぐ:̂ :どられる, 

たとえぱ0 本国内^̂)人 6 移動形態をはじめ,それを通 

じ't 変貌する人口動態（ti性や死亡）の変イ匕を解明し, 

それ力部崎構成を変えて^、くとV、ゥた*^速め人ロ学的
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実誰分析がなされている。

これらの人口学的変動は,れカ她域め経済開発に 

おいて, 人口老年イ匕にもとづく社会保障間題におV、て, 

労働人口の老年イ匕にともなう生ま性-> の影響において， 

したが'って, 賃金体系の今後のあり方において，その 

他，近V、将来の国民経祷の<?：*の‘分酵にも強いインパク 

トをあたえる事項である。 ;;

もちろん/iこれでこの研免が完成したわけではな、。 

人ftの分野は本質的に関連諸科学との接触の場をもつ 

から，理論の枠組みにおいても，取扱われる方法論0  

範0 にぉいて，も，今後に研究さるべき課題はなお残# 

れている<>，，特に著者も極摘している戦前c6人口転換と

戦後の経験との異倉性につぃでは，さらに掘りさげた 

比較研免ヵ秘要である。bかし箸者が戦後，逸早く人 

ロ構造変化の将来につぃて考察を加え，かつ国連人口 

委員会でのfe躍を通じての広ぃ学識を基礎に，正確な 

資料にもとづく日本人ロの実分析を国朦比較をふく 

めて体系的fcまとめあげたこの成来が, B1本経漆の将. 

来を論ずるうえでレ経済学に貢献するところ大である 

ことを評価し，箸者が経法学博士の学位を授与される, 

'にふさわしいものと認めるものである。

..‘ 論文き查担当者..:主'查‘’安 川 正 彬 ......

■ 副査’寺尾.球磨

副查中鉢正獎こ

訂 IE

本誌67巻マ号に掲載された拙稿T rcbntinuous Selection-. 

と不動点定理J'中，做 3》および注(10)に，Hilderibmnd. 

..〔2〕Appendix 'とあるのはPart'Iの誤りであるみお. 

わびしで訂正する，.. 丸 山 徹
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